
超小型モビリティを活用したまちづくりに向けて

利活用イメージと導入効果利活用イメ ジと導入効果

自然豊かな観光地域
～観光回遊・周遊～

中山間地
～日常の交通～

近距離（５ｋｍ圏内）の
日常的な交通手段として

→ 買い物、地域活動、通勤・通学など、日常生活交通の「新たな交通手段 観光回遊 周遊買 物、地域活動、通勤 通学など、日常生活交通の 新たな交通手段
の提供」、「子育て層や高齢者の移動支援」

→ 人の流動・交流の活発化を通じた「地域社会の活性化」
→ 公共交通と結節した末端交通としての活用による「交通システムの最適
化」、「コンパクトなまちづくりとの融和」など

観光地 商業地での

郊外住宅地

→ 立寄り地点・範囲の増加による「回遊性の向上」と「地域の魅力再発見」
→ 「観光地の魅力向上・集客増加」
→ 自然環境やまちとの調和による「地域の付加価値向上」 など

中心市街地（商業地・観光地）
～まちの回遊・観光回遊～

中心市街地

観光地・商業地での
回遊・周遊の際の移動手段として

郊外住宅地
～日常の交通～

大規模開発地区
～日常の交通～

小規模配送やポーターサービス等
の配送手段として

→ 「荷捌き駐車問題の改善」

中心市街地
～物流効率化～

超小型モビリティ等を活用したまちづくりに向けて

→ 「荷捌き駐車問題の改善」
→ 「小規模・地域内物流の効率化」
→ 効率的な小口輸送の実現による「サービスの向上」 など

● 超小型モビリティ等をはじめとする電気自動車等（環境対応車）は、低炭素社会の実現に資するとともに、人口減少・高齢
化時代に対応するコンパクトなまちづくりにも適した交通手段。国土交通省では、このような観点から、超小型モビリティ等の
環境対応車の普及の取組みと、都市の低炭素化、集約型都市構造の実現、高齢化社会への対応等持続可能なまちづくりに
向けた取組みを一体的に推進。

● 今後も、充電施設や利用環境の整備など関連社会資本の整備に向けた検討（※１）やゼロエネルギー住宅との一体導入な
ど（※２）の取組を関係局と連携して推進し、低炭素まちづくりの実現、高齢者や子育て世代の移動支援等を通じた生活・移動の
質の向上を目指す。

※１ 都市局（「先導的都市環境形成促進事業」）等との連携 ※２ 住宅局（「環境・ストック活用推進事業」等）との連携


